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第
三
回
準
備
委
員
会
の
概
要                        '

組
機
続
一
準
備
委
員
会'

事
務
局

(1)  

一
、
第
一:

回
準
備
委
員
会
は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
、
三
日
間
、
東
京
で
開
か
れ
た
。
二
十
六
名
の
準

一
備
一
一
一
一
一
一
員
中
、
浅
野
、
神
山
、
佐
久
間
、
柴
田
、
西
本
、
平
野
、
宮FE

-

、
兵
庫
の
各
委
員
が
、
病
一
一
一
一
一
一
そ
の
他

整
の
関
係
で
欠
席
し
た
。

会
議
は
、
鈴
木
市
蔵
、
原
全
五
の
一
网
同
志
を
議
長
に
選
出
し
、
次
の
議
題
を
決
定
し
た
。

IT
  

第
一
一
回
準
備
委
一
員
会
以
一
後
の'

格
動
報
告
と
各
地
の
状
況
一
一
一
一'-:

一
一
一
一
。

-
  

第
二
画
準
備
委
員
会
か
ら
の
懸
案
事
項--

政
治
万
針
。
組
織
方
針
の
作
成
に
つ
い
て
。

日  

活
動
報
告
の
な
か
か
ら
検
討
す
べ
き
間
題
に
っ
一
い
て
。

二
、
内
藤
事
務
局
長
か
ら
一
、
第
二
回
準
備
委
員
会
で
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
全
準
備
委
員

が
、
こ
の
一
ケ
月
一
間
進
め
て
き
た
組
機
活
動
の
状
況
が
報
音
さ
れ
た
。

三
、
会
議
で
は
、
在
京
の
準
備
委
員
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
き
た
、  r

政
治
方
針
・
組
織
万
針
作
成

努
法
と
そ
の
内
容
の
問
一
題
に
っ
一
い
て
」
の
草
案
を
検
討
し
、
鈴
木
、''

一
一
一
一
、
内
野
、
石
井
、
小
野
、
松
江

の
小
委
員
会
で
全
体
の
討
論
に
も
と
づ
く
修
正
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
を
全
体
の
会
議
に
か
け
て
、
別
項
の

書
を
全
員
一
致
し
て
決
定
し
た
。

四
、
方
針
案
作
成
の
日
程
に
つ
い
て
、
会
議
は
九
月
に
第
一
次
草
案
を
完
成
し
、
発
表
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
あ
と
、
統
一
大
会
を
何
等
も
っ
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
決
一
一
一-

一
一
し
た
。

政
治
方
針'

組
織
再
の
作
成
に
つ
い
て
の
日
程
と
結
集
の
組
織
活
動
の
進
展
状
況
、
そ
の
他
諸
組
織

の
事
情
な
ど
を
動
案
し
、
統
一
大
会
の
開
催
予E

を
・
一
一
一
月
と
す
る
。

七
月
下
旬
以
降
の
適
当
な
一E

-'

一
期
一
に
、
全
一
国
代
表
者
会
議
乃
至
拡
大
準
備
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で
準

備
委
員
会
活
動
の
中
間
報
音
を
行
い
、  

統
一  

大
会
の
時
期
の
最
終
確
認
を
行
う
。

こ
の
全
国
代
表
者
会
議--:

一
一
至
拡
大
準
備
委
員
会
に
つ
い
て
は
、  

六
月
の
第
四
回
準
備
委
員
会
で
央
定
す

るo

五
、
会
議
は
毎
月
予
算
に
つ
い
て
の
常
任
委
員
会
提
案
を
確
認
し
た
。

事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
委
員
会
の
活
動
状
況
と
見
合
っ
て
、
次
の
準
備
委
員
会
で
確
定
す

る
こ
と
と
し
た
。  



政
治
方
針
、
組
織
方
針
作
成
の
方
法
と
そ
の
内
容
の

問
題
に
つ
い
て

I  

政
治
方
針
・
組
織
再
整
に
あ
た
っ
て
の
わ
れ
わ
れ
の

基
本
的
態
度

(2)  

わ
れ
わ
れ
の
結
集
の
仕
事
は
始
ま
っ
た
ぱ
か
り
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
革
命
的
前
衛
勢
力
を
っ
く
り

あ
げ
る
と
い
う
ゎ
れ
わa

の
目
標
か
ら
み
て
、  

共
産
主
義
者
を
結
集
す
る
た
め
の
組
織
活
動
が
、
政
治
方

針
・
組
織
方
針
作
成
の
基
礎
と
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
方
針
の
作
成
と
討
議
の
過
程
そ
の
も
の
が
、

同
時
に
結
集
、
統
一
の
た
め
の
組
織
活'

動
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

政
治
方
針
。
組
織
方
針
の
作
成
に
あ
た
つ
て
は
、
現
在
す
で
に
準
備
委
員
会
に
結
集
し
て
い
る
諸
勢
力

の
蓄
積
と
と
も
に
、  

そ
れ
以
外
の
共
産
主
義
諸
集
団
や
個
人
の
政
治
的
一
一
一
一
一
一
一
一
前
一
一
や
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
蓄

積
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す.,(

一
一
。
結
集
と
統
一
は
、
い
う
ま
で
も
・
な
く
既
存
組
織
の
形
式
的
よ

せ
集
め
で
は
な
く
、
志
を
同
じ
く
す
る
共
産
主
義
者
が
ひ
ろ
く
そ
の
勢
力
を
結
集
し
て
、
現
在
の
階
級
闘

争
に
役
立
つ
、
質
的
に
も
よ
り
一
発
展
し
た
共
産
主
義
者
の
統
一
的
党
組
織
を
形
成
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
共
一
通
の
思
想
的
、
政
治
的
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
党
的
結
集

に
必
須
な
政
治
方
針
・
組
織
方
針
の
大
綱
的
な
一'

致
を
で
一
一
一
一'

一
一
る
だ
け
速
か
に
か
ち
と
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
政
治
方
針
・
組
織
方
針
の
作
成
を
た
ん
な
る
作
文
に
と
ど
め
て
は
な
ら
な
い
し
、
こ
の
仕
事
を
通
じ

て
か
し
す
す
め
ら
れ
る
思
想
的
・
政
治
的
等
質
化
と
同
志
的
連
帯
の
強
化
こ
そ
も
つ
と
も
重
要
で
あ
り
、

こ
の
準
備
過
程
を
す
み
や
か
に
経
過
す
る
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
不
断
に
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
情
を
十
分
考
慮
し
て
、  

わ
れ
わ
れ
は
方
針
の
作
成
万
法
を
き
め
る
。

第
一
に
、
今
回
の
培
集
に
一
資
成
し
た
人
び
と
が
広
、
汎
に
、
方
針
の
作
成
に
参
加
で
き
る
方
法
を
と
る
こ

f

第
二
に
、
結
集
に
賛
成
し
な
が
ら
も
、
現
在
の
準
備
委
員
会
に
な
か
疑
問
あ
る
い
は
批
判
を
も
つ

人
び
と
に
も
広
く
協
力
を
よ
び
か
け
る
こ
と
。
第
三
に
、
方
針
の
作
成
そ
れ
自
体
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

こ
ん
ご
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
反
戦
平
和(

ベ
ト
ナ
ム)

の
共
同
闘
争
、
反
独
占
闘
争
に;-l;

け
る
共
同
闘
争

な
ど
を
通
じ
、  

こ
の
経
一
解
一
一
と
教
訓
を
こ
れ
に
く
み
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、  

方
針
作
成
の
基
盤
を
大
衆
的

に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。  

こ
れ
ら
の
こ
と
が
作
成
に
あ
た
っ
て
採
用
す
べ
き
基
本
的
方
法
で
あ
る'  

作
成
過



程
自
体
が
、
新
し
い
展
望
を,

一
一f-

つ
前.

衛
党
、
そ
の
中
核
の
形
成
を
促
進
す
る
と
い
う
や
り
方
が
、
も
っ
と

も
ふ
さ
わ
し
い
妥
当
な
方
法
で
あ
る
。

政
治.

・
組
織
方
針
の
生
格
と
基
調                                          '

第
一
に
、

現
在
の
階
級
斗
争
の
一
表
情
か
ら
、  

な
ぜ
強
力
な
真
の
前
衛
党
の
形
成
・
再
建
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
な
ぜ
そ
の
形
成
・
再
建
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
党
が
も
と
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
党
的
要
素
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
の
現
実
的
根
拠
を
具
体
的
に
明
示
す
る
必

要
が
あ
る
。  と
く
に
、  

国
一
際
・
・
国
内
一
情
勢
が
転
換
期
に
あ
る
こ
と
、  

し
か
も
労
働
運
動
を
は
じ
め
と
す
る

(31  

大
衆
運
動
が
明
確
な
指
導
を
欠
い
た
ま
ま
、
独
占
益
に
対
応
で
き
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、

:

進
歩
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
今
日
の
政
治
状
況
の
な
か
で
政
治
的
能
動
性
と
低
抗
力
を
失
う
危
険
が
あ

る
こ
と
、  

内
外
の
転
換
期
に
対
応
し
て
戦
斗
的
労
働
者
を
先
頭
と
す
る
国
民
大
衆
が
、  

關
争
を
有
効
に
前

警
せ
る
指
導
力
を
切
実
に
求
め
て
い
る
こ
と
、  

こ
れ
ら
の
こ
と
を
方
針
を
ね
り
あ
げ
る
上
で
考
意
に
い

れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。    

・

第
二
に
、

わ
れ
わ
れ
の
党
形
成
の
方
針
は
、  

活
動
の
な
か
で
具
体
化
し
う
る
実
践
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
力
量
か
ら
出
発
し
て
、
重
点
的
に
ど
こ
か
ら
・(

た
と
え
ぱ
、

労
勘
、
平
和
、
文
化
、
学
生
戦
線
等
々)

強
力
な
大
衆
的
前
衛
党
を
形
成
す
る
諸
要
素
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
、
具
体
的
に
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、

今
日
、
日
本
に
か
け
る
共
産
主
義
前
衛
党
を
、
新
し
い
指
導
力
と
し
て
再
建
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
、
日
本
共
産
主
義
運
動
の
革
命
的
伝
統
を
継
承
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
歴
史
的
欠
陥
、
否
定
的
要
素
、

労
働
者
階
級
の
闘
争
と
の
不
適
合
性
を
根
本
的
に
克
服
す
る
党
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。  
こ
の
た
め
に

は
共
産
主
義
運
動
を
現
在
の
危
機
と
分
裂
に
み
ち
び
い
た
原
因
を
、  

「
代
々
木
」
を
含
め
た
諸
潮
流
に
た

い
す
る
評
価
と
と
も
に
あ
き
ら
か
に
し
、  

と
く
に
六
全
協
以
後
お
こ
っ
た
日
本
の
共
産
主
一
一
一
一
通
動
の
分
裂  

状
況
と
、  

そ
の
後
の
各
共
産
主
一
一
一
ー
ー
一
益
の
活
動
を
階
級
闘
争
の
・
土
台
か
ム
一
批
判
的
に
総
括
し
、  
そ
の
総
括

の
大
細
と
統
一  

へ
の
展
望
を
あ
き
ら
か
に
示
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。  



(4)  

組
織
統
一
ま
で
に
最
低
限
必
要
な
も
の
を
中
心
に
し
て
討
論
と
作
業
を
お
こ
な
い
、
す
く
な
く
と
も
統

一
的
政
治
組
織
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
共
通
のE

心
一
想
一
心
想
と
理
論
、
政
治
・
組
織
方
針
を
も
ち
う
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
さ
い
、
党
の
性
格
が
、
革
命
的
思
想
と
理
論
に
み
ち
び
か
れ
る
と
と
も
に
、
大
衆

的
政
治
行
動
の
党
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
、
思
想
・
理
論
問
題
と
政
治
方
針
、
組
織
問
題
の
基
礎

の
一
同
一
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
両
者
の
性
格
の
ち
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
的
独
自
生
を
明
白
に
し

径
事
を
す
す
め
る-

政
治
方
針
・
組
織
方
針
の
大
綱
的
一
致
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
思
想
的
理
論
的

統
一
性
と
、
一
つ
の
党
に
団
結
し
て
斗
争
し
な
が
ら
、
長
い
期
間
を
か
け
て
一
解
決
す
べ
き
思
想
。
理
論
と

一.

相
対
一
的
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
と
り
く
む
べ
き
問
題
は
大
別
し
て
、0

総
括
、
②
革
命
の
展
望
と
当
面
の
方
針(

政
治
方

針)

、
③
組
纖
一
ー
ー
ー
一
一:

一
一
針
の
三
つ
に
わ
か
れo

。

こ
れ
ら
は
政
治
方
針
、  

組
織
再
、  

暫
定
規
約
と
し
て
文
書
化
さ
れ
る
。

一:

総
括
に
つ
い
て

第
一
、
藤
争
後
の
大
衆
關
争
の
総
括
を
、
組
地
織
、
整
原f

一
理
動
の
三
つ
の
面
か
らf)

こ
な
う
こ
と
、

こ
の
完
全
な
総
括
は
長
期
間
を
一
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が'  

当
面
七
〇
年
に
向
っ
て
の
政
治
闘
争
の
万
針
、

器
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
教
訓
の
大
綱
一
「1

ひ
き
だ
す
こ
と
。

そ
れ
に
は
、  

労
働
運
助
、  

反
戦
平
和
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
大
衆
運
動
各
分
野
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
、
項
目
ご
と
に
詳
し
く
ゃ
る
と
ぃ
う
の
一
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
活
動
家
が
自
己
の
経
験
を
一
般

化
す
る
た
め
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
ぶ
っ
つ
か
っ
て
い
る
新
し
い
問
題
点
を
全
体
に
提
起
し
、
全
般
的

許
の
な
か
に
く
み
い
れ
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
、
共
産
主
義
運
動
の
総
括

S

代
々
木
共
産
党
の
国
際
的
国
内
的
階
級
闘
争
・
運
動
に
お
け
・(

一
客
観
的
役
割
、
そ
の
思
想
的
、
組

織
的
体
質
と
日
本
の
現
実
と
の
関
連(

思
想
、
理
論
、
政
策
、
組
織
方
針
に
た
い
す
る
評
価
と
批

判)1,

・
と
く
に
最
近
の
代
々
木
の
思
想
的
動
揺
の
意
味
を
あ
き
ら
か
に
し
、  

そ
の
内
部
の
広
汎

ii  

政
治
方
針
。
組
織
方
針
の
内
容
の
基
本
点



な
勢
力
と
の
協
力
の
見
透
し
を
検
討
す
る
こ
、.-?j1v

E'

日
本
に;-IM

け
る
反
独
占
構
造
改
革'

理
動
の
政
治
的
実
践
的
総
括(

理
論
、
組
織)

。

-

反
代
々
木
共
産
主
義
運
動
の
日
本
の
階
級
闘
争
に,

一
一
一
け
る
地
位
。
代
々
木
外
共
産
主
義
諸
集
団
の

行
動
、
性
格
、
弱
点
の
政
治
的
総
括
。

-
戦
後
の
共
産
主
義
運
動
の
思
想
的
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

こ
れ
は
長
期
に
わ
た
る
仕
事
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
当
面
の
結
集
と
統
一
に
と
く
に
必
要
な
総

括
は
、
組
織
の
民
一
土E

主
義
的
運
営
の
保
証
、
党
に
創
意
と
活
力
、
た
え
ざ
る
発
展
を
保
証
す
る
思

想
的
条
件
は
何
か
と
い
う
商
題
で
あ
一
る
。  

こ
れ
ら
の
総
括
作
業
の
重
点
は
、
当
面
の
党
活
動
と
党
建
設
の
実
践
に
欠
く
ぺ
か
ら
・
ざ
る
教
訓
の

大
綱
を
ひ
さ
だ
す
と
と
も
に
、
党
形
成
後
ひ
き
っ
づ
ぃ
て
か
こ
な
わ
れ
る
べ
き
総
体
的
な
総
括
活
動

の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
に
む
け
ら
れ
る
。

In

政
治
方
針
と
組
一
纖
方
針

①
革
命
の
展
望
と
当
面
の
方
針(

政
治
方
針)

3

現
状
分
析
と
当
面
の
活
動
方
針

現
在
の
情
勢
と
条
件
の
も
と
で
労
動
者
階
級
の
統
一
、
新
し
い
国
民
的
な
政
治
的
統
一(

統
一
戦
線

)

の
形
成
に
む
か
つ
て
い
か
に
前
進
す
る
か
は
、
準
備
委
員
会
が
ぜ
ひ
一
致
点
に
到
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
政
治
的
な
中
心
間
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
つ
ぎ
の
諸
点
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1)

現
在
の
経
済
情
勢
の
基
本
的
特
徴
、
そ
の
国
内
諸
階
級
に
た
い
す
る
影
響
。

8

当
面
の
政
治
情
勢
、
独[I-

か
よ
び
自
民
党
の
政
策
動
向
と
、
公
明
党
、
民
社
党
、
社
会
党
、
共
産

党(

代
々
木
派)

の
動
同
と
問
一
題
点
。

(3)  

労
働
者
階
級
と
反
一
一E

一
一
占
諸
階
層
の
闘
争
の
新
し
い
目f

楊
を
し
め
す
諸
事
実
と
そ
れ
を
規
定
す
る
条

件
、
開
争
の
発
展
方
向

S
  

平
和
と
民
主
主
義
の
た
め
の
闘
争
の
発
展
方
向
と
間
題
点

E
    

〇
労
動
者
階
級
の
統
一
の
た
め
の
闘
争
、
新
し
い
統
一
戰
線
の
た
め
の
斗
争
の
方
針(

一
能)  



(

一
一
一
一
一
一
一)

統
一
戦
線
樹
立
の
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
再
表
定
す
る
場
合
、
そ
の
基
礎
に
す
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、  

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
以
来
の
一
一:

一
一
一E

一
際
共
産
主
義
運
動
の
統
一
戦
線
に
つ
い

て
の
理
論
と
戰
術
の
発
展
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
程
験
の
教
訓
で
あ
る
。
ま
た
統
一
戦
線
の
原
則
と

方
法
に
つ
い
て
の
無
理
解
は
わ
が
国
一
一:

一
、
一
能a

主
義
運
動
の
重
要
な
歴
史
的
欠
陥
と
な
つ
て
ぃ
る
だ
け
に

日
本
に
お
け
る
統
一
戦
線
思
想
と
理
論
の
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一,

一
一
一
発
展
と
そ
の
実
践
か
ら
教
割
を
ひ
き
だ
し
、
過

去
の
欠
陥
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
重
要
な
課
題
と
な
る
。
統
一
戦
線
に
つ
い
て
の
、
戦

前
、
戦
中
、
戦
後
の
経
験
は
、
現
代
の
発
達
し
た
国
家
独
占
資
本
主
義.

の
条
件
の
も
と
で
新
し
い
も

の
に
発
展
し
て
い
る
。
最
近
の
統
一
戦
線
を
め
ぐ
る
各
国
共
産
党
の
論
争
と
そ
の
成
果
は
、
ま
た
わ

れ
わ
れ
の
貴
重
な
理
論
的
財
産
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

(6)  

反
独
占
民
主
改
革
の
た
め
の
闘
争
の
当
面
の
課
題
と
展
望

(

附)

各
運
動
分
野
の
間
題
は
そ
れ
ぞ
、
れ
検
討
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、  

も
つ
と
も
重
要
な
間
題
は
、
労

働
組
合
政
策
の
確
立
で
あ
る
。
賃
金
闘
争
の
方
計
、
最
低
賃
金
制
と
時
間
短
縮
の
た
め
の
闘
争
、
合

理
化
反
対
關
争
、
社
会
保
障
闘
争
、
労
一
働
組
合
の
統
一
と
国
際
的
連
帯
の
た
め
の
斗
争
等
の
方
針
に

関
す
る
諸
間
題
、
労
動
組
合
の
組
織
と
組
合
民
主
主
義
、'-

一
一
一:
一
一
働
組
合
と
労
働
者
諸
党
と
の
関
係
な
ど

 

日
本
の
労
働
組
合
運
動
の
根
本
的
転
換
の
具
・
体
的
内
容
の
解
明
の
た
め
の
努
力
が
精
力
的
に
か
こ

な
わ
れ
、
新
し
い
党
が
将
一
米
と
り
く
む
べ
き
労
働
組
合
運
動
の
問
題
点
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。  

(6)  

O
m

a  

今
日
の
世
界-f

即
の
展
望
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

(1)

国
一
際
関
係
の
現
一
一
一S

階
の
評
価

②  

平
和
一:--(-1--:.

と
社
会
主
義
世
界
革
命
の
た
め
の
闘
争

(

平
和
共
一
仔
と
は
何
か
。
歴
史
的
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
平
和
共
存
の
内
容
と
、
そ
の
た
め
の
闘
争

の
世
界
史
的
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
民
族
解
放
闘
争
と
、
平
和
、
平
和
共
存
の
た
め
の
斗
争
の



相
互
関
係
の
具
体
的
親
定
な
ど
を
含
む
。)

向  

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
国
一
際
主
義
を
新
し
く
確
立
す
る
た
め
の
闘
争

(

世
界
共
産
主
義
運
動
の
統
一
の
た
め
の
闘
争
と
日
本
共
産
主
義
者
の
任
務
、
帝
国
主
義
、
新
植
民

地
主
義
に
た
い
す
る
反
帝
民
族
解
放
闘
争
と
日
本
労
働
者
階
級
の
任
務
、  

世
界
反
戦
。
平
和
運
動
の

統
一
、
世
界
労
働
運
動
の
統
一
と
日
本
労
働
者
階
級
の
任
務
な
ど
の
基
本
的
な
問
題
点
を
含
む)  

以
上
の
点
を
、
中
ソ
論
争
の
歴
史
的
背
景
の
問
題
一
一,  

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反
対
す
る
全
世
界
的
闘
争
の

位
直
と
、
そ
の
展
望
の
間
題
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
題
擦
的
任
務
と
の
関
連
の
も
と
に
、
分
析
・
総
括
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
るa  

(0)

日
本
革
命
の
展
望
と
わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
政
治
路
線

革
命
の
展
望
は
、  

こ
れ
ま
で
し
ぱ
し
ぱ
、  

客
観
的
情
勢
の
分
析
に
よ
る
戦
略
目
標
の
一
組
一
一
・
一
一
一
の
み
に
終

っ
た
こ
と
が
多
い
。
目
標
と
同
時
に
革
命
の
原
動
力
と
な
り
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
革
命
的
諸
勢
力
の
現

状
の
分
析
と
評
価
が
か
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。  

そ
の
た
め
に
は
つ
ぎ
の
諸
点
を
あ
き
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

(1)

、
日
本
帝
・
国
主
義
の
構
造
と
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
諸
関
係

(

経
済
構
造
、
階
級
一
関
係
、
国
家
構
造
、
政
治
的
支
配
の
形
態
と
方
法
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
の
方

法
、
労
勘
者
階
級
と
反
独
占
諸
階
級
の
諸
組
織
、
諸
政
党
等
々-

と
く
に
、
難
後
の
憲
法
体
制
と

民
主
主
義
の
評
価
、  

ま
た
い
わ
ゆ
る
新
資
本
主
義
と
い
わ
れ
る
資
本
主
義
、  
萬
主
義
の
新
し
い
構

造
と
支
配
の
方
法
が
、
労
働
運
動
、
民
主
主
義
運
動
に
あ
た
え
て
い
る
変
化)  

(2)  

日
本
に
お
け
る
平
和
・
民
主
主
義
運
動
と
革
命
運
動
か
よ
び
社
会
主
華
命
と
の
関
連

〇
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析                              '

(

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ムf

近
代
化
論
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
社
会
状
況)

S

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
日
本
と
の
関
係
、
日
本
の
民
族
問
題
の
性
落

(7)  

こ
れ
ら
の
諸
問
題
の
完
全
な
体
系
的
解
明
は
、
長
期
に
わ
た
る
仕
事
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
組
織
的



統
一
の
後
に.

お
こ
な
う
べ
き
、
新
し
い
党
韻
確
立
の
事
業
の
な
か
で
の
み
、
十
分
に
は
た
さ
れ
る
。  

だ
が
解
明
す
べ
き
問
題
点
を
あ
き
ら
か
に
し
た
、
そ
の
解
決
条
件
と
わ
一
一:

一
一
わ
れ
の
努
力
方
向
を
し
め
す
こ

と
は
、
準
備
委
員
会
段
階
で
も
可
能
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
。              '

②
組
織
方
針

e
  

わ
れ
わ
れ
の
建
設
す
べ
き
党
の
權a

能
、
構
成
、
組
織
原
則--

現
代
資
本
主
義
の
も
と
で
要

求
さ
れ
る
党
の
幾
能
を
は
た
す
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
諸
条
件
。

②
党
の
指
導
的
役
割
を
確
保
で
き
る
諸
条
件(

党
と
労
働
者
階
級
の
関
係
、
労
働
者
党
と
反
独
占
人
民

諸
階
層
と
の
関
係
、
階
級
闘
争
に.:-a

け
る
党
の
指
導
的
役
刮
を
保
証
す
る
諸
条
件
と
党
活
動
の
方
法
、

大
衆
的
政
治
行
動
の
一
党
と
し
て
の
前
一
一a,

ー
一
一
ル
。  )

(3)  

一
現
代
の
諸
条
牛
の
も
と
に
お
け
・e

民
主
英[-i

・
制
の
あ
り
方
。      

全
員
が
政
策
決
定
に
参
加
で
き
、

学
問
と
芸
術
、
批
判
の
目
由
が
保
障
さ
れ
、
真
の
戦
闘
力
を
生
み
だ
す
党
の
置
一
當
方
法
の
問
題
。

S
I

一
場
に
お
け
る
党

〇
党
失
衆
一
一E-

・
体.

・
大
衆
務
の
関
係
、
究
と
統
一
戦
一
一
線
の
関
係

〇
日
本
の
共
産
主
義
運
動
の
現
状
の
特
殊
性
と
、
そ
の
も
と
に
か
け
る
党
の
建
設
と
続
一
の
為
の
闘
争

再'

労
働
者
階
級
の
単
一
の
共
産
主
義
前
整
成
の
展
望

(7)

党
財
政
の
原
則
と
方
法

〇
党
の
新
し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
国
一
際
主
義
と
国
民
的
基
礎
の
理

E
  

統
一
的
党
組
織
の
親
約
と
名
称

(8)  

党
建
設
の
方
針
を
あ
き
ら
か
に
す
る
場
合
、  

と
く
に
、
党
活
動
の
レ
ー
一
一
ン
主
一
能
一
一
一
一::

的
一
一
一
一a

一
準
の
破
壊
さ
れ

た
過
去
の
反
省
を
、  

日
本
の
共
産
主
義
運
動.

の
歴
史
に
照
ら
し
て
か
こ
な
い
、  

そ
れ
を
現
代
の
要
請
に
こ

た
え
て
発
展
さ
せ
る
よ
う
著
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

党
の
思
想
的
建
設
の
問
題
で
は
、
「
マ
ル
ク
ス
。
レ
ー
一
一
ン
主
義
の
立
場
か
ら
、y

連
共
産
党
二
十
回

大
会
を
も
っ
て
始
ま
っ
た
国
際
共
産
主
義
運'

動
の
自
己
革
新
の
事
業
を
支
持
し
、  

日
本
に
お
い
て
こ
れ
を

推
進
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。::::

わ
れ
わ
れ
は
モ
ス
ク
ワ
宣
言
・
声
明
が
こ
の
よ
う
な
新
し
い
情
勢
の
な
か
で
生
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と



一
一
一
一?

一
一
確
一
一
一
し
、
そ
の
一
一.

一
ー
一
一::

一
道
的
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
も
の
で
あ
・
る
。
」
と
「
ま
と
め
」
に
し
る
さ
れ
た
立
場

で
追
求
す
る
。  

組
織  

再
整
の
た
め
に
は
、
な4

今
後
の
準
備
委
員
会
活
動
の
発
展
の
な
か
で
、
さ
ら
に
演
討
す

べ
き
新
し
い
問
題
を
提
起
し
、
体
系
的
、  

実
践
的
に
解
決
す
る
た
め
の
努
力
が
と
く
に
必
要
で
あ
る
。  

一
一
…
一
方
針
作
成
の
方
法

(1)  

準
備
委
員
会
は
草
案
作
成
の
イ
一
一
シ
ア
テ
イ
プ
と
政
治
責
任
を
と
る
。
草
案
作
成
の
た
め
の
討
論
を

具
体
的
に
推
進
し
、
こ
れ
を
起
一
阜
す
る
た
め
、
政
治
方
球
委
員
会
、
組
識
万
針
委
員
会
を
設
置
す
る
。  

(2)  

両
委
・
員
会
は
準
備
委
員
に
よ
っ
て
構
成
し
、
準
備
委
員
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
編
成
す
る
。

(

両
委
負
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
仕
事
の
進
展
の
な
か
で
さ
ら
に
検
討
す
る
。)

必
要
に
応,

じ
て
一
両
一
一f

一
一
一
一
只
会
の
合
同
会
議
を
〇
ら
く
。

〇
一
両
委
員
会
は
責
任
者
、
書
記
を
か
き
、
ま
た
仕
事
の
進
展
に
見
合
っ
て
起
草
一
委
員
会
を
も
う
け
る
。  

(4)  

準
一
幅
委
一
一
一
一
一
一
一
会,

は
条
件
に
応
じ
て
各
種
の
研
究
会
を
つ
く
る
。  

こ
の
研
究
会
に
は
準
備
委
員
会
へ
の
參

加
、
不
参
加
を
問
わ
ず
、
ひ
ろ
く
商
力
を
も
と
め
る
。
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
理
論
的
実
践
的
成
果
を
と
り

い
れ
る
た
め
に
努
力
すae

。

〇
準
・
備
香r'f

、
会
内
〇
討
論
や
研
究
会
内
部
で
の
意
見
は
、
会
報
そ
の
他
の
方
廣
で
発
表
し
、
全
国
的
な

討
論
を
ょ
び
ぉ
こ
し
て
、
そ
の
交
流
と
統
一
を
は
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
会
の
内
外
で
批
判
や
提
言
を

で
き
る
だ
け
一
多
く
組
織
す
一e

こ
と
。

〇
準
備
委
一
一
一
一
一
、
会
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
が
、
政
治
方
針
一
一
一
一
一
一'
員
会
、
基
藝
員
会
の
作
業
の

な
か
に
十
分
吸
収
さ
れ
、  

両
委
員
会
と
研
究
会
と
の
あ
い
だ
の
適
切
な
関
係
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
。
適
切
な
行
動
方
・
針
と
統
一
的
党
組
織
の
建
設
を
緊
急
な
課
題
と
し
て
も
と
め
て
い
る
共
産
主
義
活

物
家
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
草
案
を
作
成
す
る
。  

(9)  



事  

IV
    

日        

程

日
程
は
仕
事
の
進-

「T

そ
れ
自
体
に
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
不
動
の
も
の
を
き
め
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、  

つ
ぎ
の
目
標
で
仕
事
を
す
す
め
る
。

(1)
第
三
回
準
一
備,-4a

一
一
一
員A

政
接
治
方
針
委
員
会
組
織
方
針
委
員
会
は
直
ち
に
活
一
動
に
入
り
、
研
究
会

の
組
織
と
討
論
を
開
始
す,

・(

一
一
。
準
備
委
員
会
は
、  

万
針
作
成
の
方
法
と
大
ま
か
な
間
題
提
起
を
全
国
的

に
訴
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
批
判
。
意
見
を
き
き
、
集
中
し
て
、
そ
の
一
一
一
一
一
一
一
の
活
動
に
反
映
す
る
体
制

を
と
る
。

(2)  

九
月
に
第
一
次
草
案
を
一
嬉
議
し
発
表
す
る
。  

(10)  


